
Ⅸ口飼 料

飼料の特1生をよく知ること、それが

あなたの目標達成への近道です。

生
き
る
た
め

恙
し
み
こ
ら
え
て

慾
辞
Ъ
ずゎ
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生きる物の根源の目標である 「生命の維持」。そして、育成牛という経済動物にとって必要不可欠

な 「正常な発育」に伴う 「内臓、特にルーメンの発達」。そして、酪農業成立の原点である 「繁殖 (IIE

娠)の 成立」。この 4大 目標を育成牛は、「より有益な形」て達成せねばなりません。

飼料は、この 4つ の目標を達成するために、なくてはならないものです。飼料には、様々な種類や

特徴、入手先などがありtま た、生産、調製や給与上にも多 くの制約や展開法があります。そういっ

た多 くの条件を考慮 し、それと自分の経営条件との折 り合いの中で、できるだけ 4つ の目標をより禾U

益的な方向に近づけるように、飼料め給与体系を考えねばなりません。

l口初 茅L

初ジLは非常に栄養価の高い飼料です。

あります。分娩後最初のものが最も濃 く

と同|じになります:(表 1)    i‐

1子牛が免疫の吸収能力を持ってしヽる間

ません。
||‐  ‐■        |

特に蛋白質は常乳の 4倍 以上含み、大量の免疫グロプリンも

、以降搾乳のたびに薄 くなっていき、 3日 目位にはほぼ常乳

111111ぁ は、最初[寛 :た 甚ぃ初乳を与えねななり

表 1 ‐1初乳 と正常乳の典型的な組成●)

一導
す初

分成 正常乳
初  回 2 回  5～ 6回1日の合乳

全 固 型 分

脂     肪

蛋  白   質

免疫グロプリン

ラ ク ト ー ス

ビ タ ミ ン A

%

%

%

%

%

IU/d2

23.9

6 . 7

1 4 . 0

6 . 0

2 . 7

983

1 4 . 1

3 . 9

5 , 1

2 . 4

4 . 4

377

1 3 . 6

4 . 4

4 . 1

1 . 0

4 . 7

247

1 2 . 9

4 . 0

3 . 1

0 . 1

5 . 0

1 1 3

(a)ミ ネソタ大学のデータ

品質の良い最初の初乳が、たくさん搾れた時は、冷凍保存 しておき、夜中に分娩しだ時や、

最初の初乳の品質が悪かった時、親牛に事故のあった時などに利用すると良いでしょう。(詳

しくはP103頁 参照)

それ以外の初乳もできるだけ子牛に飲ませ、余った分は発酵初乳 として利用するなど、無

駄なく利用 したいものです。最初の搾乳から、「子L房にある牛乳は搾り切る」技術が、発酵

初乳の多量確保を可能にし、早期離乳と相まって、代用乳無用の技術確立に役立つわけです。

初乳も 「大切なエサ」という考えが大切です。
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2

(!)

・　
　

特

発酵初乳、代用乳、生乳

徴

域
す初酵発

代  用  乳

(粉ミルク)
予L生

(例)

・代用乳を買う費用が少なくてすむ。 ・生乳に比べる

と、値段が安い。

・保管に場所をと

らない。

・長期の保管が可

能。

・一定の濃度や温

度で給与 しやす

い 。

。出荷できる生乳は、最も価

格の高い液状飼料。出荷で

きる時は出荷 した方が得。

・いつでもある。

。体細胞の多い子Lや抗生物質

乳は捨てるより利用した方

が得。

・乳房炎子しは、子牛の乳頭吸

い合いで、感染の恐れがあ

る。(但し、起因菌による。)

。発酵初乳が足りない時、少

量なら、代用乳を買うより

便利。

1日の発酵初手L給与量

団 &い+□ L眸=4聰

分娩比率によっても変わりますが、理論上はで

約50日間哺乳できる。

・嗜好性が良い。

・下痢 しずらい。

・保管場所、容器が必要b     ‐   ・

・保存、つくるのに手間がかかる。

・生乳は、そのまま給与。

・発酵初乳、代用ジLは、一定比率のお湯

で調節する。

・真冬にハ ッチで飼う時は、エネルギニ

増給のため、生ジしに一握 りの代用乳を

加える。発酵初乳、代用乳は、濃 くし

てやる。             .

・一定であれば、体温まで加温 しなくても良い。

・夏は、室温なら加温なしでも可。

・発酵初乳、代用乳は、一定温度のお湯で調節する。

・生乳は、室温で給与するのが最も簡単。毎回、一定

温度に加温するのは、手間がかかる。但し、他のス

トレスを極力抑えておく。(真冬のハッチ等であま

りにも低温(5℃以下)のものを給与するのは難しい。)
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容器

フタ付きの容

器で、酸によっ

て変化しないも

の。ポリバケツ

等を、洗浄、殺

菌 して使用。

保存場所

直射 日光を避

け、衛生的で、

冷涼な場所。

― 添加剤

高温時は、プロピオ

ン酸や蟻酸を、0.5～ 1.

0%(1000に 0.5～ 1.0

2)を 添加すると、貯

蔵期間をのばせます。

嗜好性がおちる時はt

添加量を減 らす。

3日発酵初茅しのつぐり方

初乳

・容器が一杯になるまで、つぎ足 してもよい。～給与

して減った分をつぎ足すことは、期間が長 くなると

不良発酵の原因となることがあります。

,何頭分か、まとめて保存 しても良い。

・血辛L～使用可能、量が多いと腐敗の恐れあり。

◆乳房炎乳～使用可能、子牛同志が、子L頭を吸い合う

と、菌によっては、乳房炎感染の恐れあり。

・抗生物質子L～発酵 しずらい、検査に出してから使用。

攪拌

1日 1ん 2回、清潔な棒で、よく攪拌する。

利用前によく攪拌する。

・保存温度は、iO～20℃位が適当です。発酵は、1温度の影響をう

けやすく、発酵速度や貯蔵期間が違ってきます。

高温時～発酵は速 く、保存期間は2週 間が限度です。
(25℃以上)物

ジしをつぎ足す時は、冷却後、つぎ足す。 ・

低温時～発酵は遅 く、保存期間も40～50日と長 くなります。
(10℃以下)温度が低すぎると発酵しないことがあります。バ

ルククーラーの近 くなど暖かい所で保存する。

0うすめ方

給与しずらくなければ、うすめずに給与しても良い。

一般には、発酵初乳 2～ 3に対し、お湯 |の割合でう

すめます。

例  1日 42給 与

発初 :お 湯

l.42:0.62× 2回

!.52:0.52× 2回

・温 度

できるだけ一定の温度で与えます。常に一定温度のお

湯で薄めればよいでしょう。夏は、水で薄めている人

もいます。

1日 52給 与

発初 :お 湯

1.72:0.82× 2回

1.92:0.62× 2回



発酵初乳の作 方と給与事例
区   分 A 牧  場 B 牧  場 C牧 場 D 牧 場

容  器 901の ポリバケッ 901の ポ リバケッ 702の ポ リバケッ
プラスチックの

つけもの樽 大 小

攪   拌 ひ しゃく
風呂用の攪拌器

で、給与時に攪拌
牛乳用攪拌器

給食用の攪拌器で

給与時に攪拌

血  乳 使用 している 使用 している 使用 している
少 しなら

使用 している

抗生物質の

入った予L
使用 しない

検査に出して、反

応が無ければ使用
注入 した時の乳は使わない。

乳房炎子L 治療中のものやブッが混 じちたような孝Lは使用 しない。

つ ぎ足 し
容器一

杯になるま

でつぎ足す。

容器一杯になるま

でつぎ足す。

給与 しながら、つ

ぎ足 していく。

つぎ足 しは しな

い。 1日 分毎作る。

添 加 剤
夏はプロピオン

酸を添加する。
使用 していない。

市販のコーグル ト

をバケッに250m2位

添加する。

種菌として、ヨー

グル トを初乳の10%

添加する。

薄 め 方

発酵

初乳 :お 湯

2  :   1

発酵

初孝L:お 湯

2  :  1

発酵初乳約1.41

/回 を、熱湯で40℃

位になるまで薄めて

給与。(1日2回給与)

全体の給与量は、

夏は少なく、冬は多

ヽヽ。

発酵

初乳 :お湯

1  :  1

1日 の

給与量

生時体重の

約 8%
5.51 ｏ中国］　　。

る
日
す

せ
２０
ら

ま
　
減

飲
位
と

け
£
あ

だ
６
の

む
均
そ

飲
平
位

給与温度 手で確認

夏は水で薄めてい
る。
温度は一定であれ

ば問題はない。

40℃

子牛が飲む時に40℃に

なるようにしている。

品質判定 なめてみて、味で判断
腐ってくると、お湯

で薄めると分離する。

今まで、発酵初乳

を捨てた事はない。

なめてみて、味で

判断

注意事項

夏はプロピォン酸

を添加 しても、 1

ケ月位 しかもたな

い

最初の初予Lがはい

っていないと発酵

しずらい。最初の

初乳がない時は、

冷凍初辛Lを混ぜる。

発酵初手Lが上手に

できない時は、原

料子Lの品質を疑っ

てみる。

02日 目までの初子L

は、冷凍 してある

だけ子牛に給与す

る。

・初乳の他に、体細

胞の多い乳 も使

用。バルク乳を使

用することもある。
・初茅Lからの切 り換

えは、混合割合を

かえながら、 4日

～ 7日 かけて行う。

u2時
間



4ロ スタ・一ター (人工乳)

固形飼料からの栄養摂取をスムーズに行わせる飼料。すなわち離乳食。

併せて、第一胃の発達を早め、発育促進をし、離手L時期を早めるための飼料。

条件

 |13][I翼 瑾雇釜曇`FttFA(低 級脂肪酸)を 多くつくる。

(!)ス ターターの給与開始

生後 3日 目位から、ならし給与を始めます。最初は、哺ジL後、哺乳バケツにスターターを一握 り与

えたり、少量を口に押 し込んで食べさせ、スタータに慣らします。

スターターは、毎日少し残す位の量を、バケツ等で給与 します。食い込み量を見ながら徐々に増給

していきます。このとき、新鮮な水が、できるだけ、いつでも飲めるようにするのが絶対条件です。

(2)ス ターターから育成配合への切 り換え方法

離

(3)ス ターターの配合例

スターターは、次の様な割合で単味飼料を混ぜてもつ

70円前後なので、kg当り20円位安 くなります。 しかし、

と混ぜる手間を考えると、買った方が割安でしょう。

理想的には、育成配合への切り換えは、10

日位かけて徐々に行った方が良いでしょう。

しかし、作業上、一気に切り換えても、他の

ス トレスが重複 しないなら、特に問題はない

でしょう。

くることができます。市販スターターは l kg

スターターは、給与量も少ないので、嗜好面

カルシウム剤は嗜好のよいものを

使う。糖蜜を混ぜてもよいでしょ

う。

哺孝L期間は最短

第一胃の発達は良好

多少お

金がかか

って も哺

乳作業を

楽に した

0 。ヽ

スター

ターの

不断給与

スターターのみ

乾草の給与なし

スターターを

十分喰い込める

乾草を食べた分、

スターターの

喰い込みは減

る

少し哺乳期間が延びるスターターと

高栄養乾草給与 哺予L期間が同じなら、子

牛の発育はおちるスターターと

低栄養乾草給与 かな り哺予L期間が延びる

※離予Lの目
.安:ス ターターの食い込み量

哺乳期間は

多少長くなっ

ても、スター

ターにかける

経費を安くし

たい。

哺乳量一定、不足栄養を

高栄養乾草で補給
成育は多少遅れる

哺乳量一定、不足栄養を

低栄養乾草で補給
成育は遅れる

哺乳量を増給、乾草も給

与

一定月齢まで成育は良好

第■胃の発達は遅れる

経費は、逆にかかる

かもしれない。

10へ′14日

ス タ ー タ ー の 成 分 (NRC.%) 80 18 0.6 0 . 4

配  合   割   合    (%) 濡叢高1り♪ CP Ca P

大豆粕 (圧) 15 え ん麦 (圧)35

コーン (圧) 22 飼 料用炭カル 2

ふすま (P) 25

50 80 18 1.0 0.8
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5.育 成配合

(i)育 成配合の役割 リ

発育中の牛は、月齢や体重によって栄養の要求量が違います。また、給与している粗飼料の種類や

品質によっても、栄養の要求量は変わってきます。育成配合は、その不足分を補給するための飼料で

す。そのため、育成配合は、条件によって成分や給与量を変えることが必要です。特に、根室地方は、

夏の天候較差が大きく、粗飼料の品質が毎年違います。実際に給与 している粗飼料の品質に応 じた栄

養補給が、大切になります。

(2)育 成配合の配合例

表 2に成分別の自家配合例を示しました。これは、ぁ、までもモデル的な配合例です。自分の手持

ちの飼料、粗飼料に合った配合をつくりたい人は、普及所へ相談して下さい。

表 2 育 成用自家配合例 (%)
・スターターの次

に与える配合に、

エン麦が入って

いると嗜好性が

良い。

・炭カルを使用す

ると味が悪 くな

るため、採食量

が落ちることが

あ ります。糖蜜

の添加を考えて

下さい。

・価格は概算ので

す。

・カルシウム、 リ

ンとも、バラン

スをとるため、

多少多 く入って

います。

(3)育 成配合の給与

濃厚飼料などを制限給与する場合は、強い牛だけがた くさん食べることのないように、粗飼料と混

合して給与するか、飼槽に連動スタンチ ョンをつけるなど、工夫 して平等に採食をさせましょう。

TDN

C P

ビー ト・
パルプ(乾)

ふ す  ま

コーングルテ
ンフィー ド

ミユキュープ

大 豆  粕

コ ー  ン
(弓|き害1)

大   麦

綿   実

エ ン  麦

ビール粕(乾)

飼 料 用
炭 カ  ル

第 2リンカル

第 3リンカル

TDN

C P

カルシウム 0.7

リ ソ

価格(円/峰 )

- 6 1 -



6:サ イレージ、乾草

(|)調 製上の特徴

根室地方での一番草の収穫時期は、オホーツク海高気圧などの影響のため、

続きしません。その上、作業面積も広いため、収穫期間は長 くなりがちです。

れずらい調製作業、短期間で収穫調製できる作業体系、添加剤の使用などを、

ます。

サ イ レ ー ジ

海霧が多 く、晴天は長

今後は、天候に左右さ

考えてい く必要があ り

短期間での大量調製

は不可能

短期間で大量

調製が可能

左右されづ らい

乾草より先に調製する。

そのため、栄養価は一般に乾草

より高い。

作業性、栄養価を考えると、搾

子L牛同様、育成牛の飼料として

も中心的なものになる。

←天 候 ゆ左右されやすい

←調製時間ゆ 長 い →

ぐコ現 状 E)

← 今 後 →

ぐ

天気を待って調製するので、刈り遅れ

がほ とんどである。一般的には、サイ

レージよりも栄養価は低い。

少量でも、最高品質のものを確保する。

(6月上旬頃の収穫で完壁な保管か、2、

3番草の早刈り乾草)そ れが無理なら、

ルーサン乾草やキュープの購入かサイ

レージのみ給与(乾草なし)を考える。

(2)給  与

サイレージや乾草は、牛ができるだけたくさん食べられるようにしてやることが大切です。そのた

めには、自由に食べれる飼槽、十分な換気、新鮮な水がいつでも飲める水槽、嗜好のよい乾草、サイ

レージの給与、ロールをほぐして給与するなどの環境づ くりが大切です。

①哺乳牛への給与

粗飼料

スター ター

の摂取量
離乳 給与の手間 ルーメンの発達 子牛の成長

乾 草

少´中 遅

中

良―中

哺ジL量が一定ならば

中～遅

サイレージ

多

変質しない様に、

毎日の掃除が必要

給与な し 多 早 少

早朝離乳後、粗飼料を食

わせは じめれば、ルーメ

ンの発達に問題はない。

早

- 6 2 -



② 離 予L後の育成牛への給与

連動スタンチ

ョン等の施設

や、サイレー

ジとの混合給

与を考える。

↓
蟻酸の利用

3番草の利用を考

える。

レージの給与

手間がかかる。

両方を給与する施

設が必要。

濃厚飼料の補給は

必要。

選び食いされる

↓
高栄養乾草の調

製、ルーサン乾

草、キ ュープの

購入、給与

へのサイ餅
　
　
　
⇒
　
　
⇒
　
　
　
⇔

∝

。なるべく良質発酵か、適正な添加

物を利用したものを給与。

・いつでも食べれる十分な飼槽。

・飼槽の掃除 (清潔な飼槽)

1新鮮な水の自由な摂取。

・補給時に、タンパク質の性質に配

慮する。

(溶解性やバイパス性に関する原

料草とのバランス)

根室の平均的なサイレージ (T D N62、C P12)

だけでは、株董ぶ::6庭を逸える位まそlま、腹一

杯食べても、必要な栄養は満たせない。十分食べ

れなければ、栄養分の不足は、ますます多くなる。

根室の平均的な乾草 (T D N56、CP9)で は、

腹=杯 食べても、育成期間を通して、必要な栄養

は満たせない。十分食べれなければ、栄養分の不

足は、ますます多くなる。

全頭が均一に

食べれる工夫

が必要

給与の工夫
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7.放 牧 草

(l)放 牧草の特徴 ・利用

特 徴

栄養成分に、ばらつき、変化がある。 栄養成分のばらつきが大きい。

草種、放牧時期、気象条件、土地条件、施肥管理、

草勢、雑草の有無、採食部位

適正に管理された放牧草は、非常に栄養価が高い。

放牧草だけで必要乾物量を満たすのは難しいき

⇒

吟

⇒

⇒

食わない草 (不食草)の 多い草地

採食量の変動が大きい。

気象条件 (天気、気温、風等)、水分、給水条件、

草勢、放牧時間、時間帯、頭数と面積t放 牧頭数、

放牧前の採食状況

雑草が多い。長い放牧時間。長い滞牧日数。

少ない掃除刈。自給肥料の過剰投入。

採食量の変動が大きい。摂取量不足。

給水不十分。広い面積、少ない牧区。

一時期以外は草が少ない。

天候不順による摂取量の減少。

嗜好性が良いと、他のまずい飼料を食わない。 不足栄養の補給が不十分

水分が多いと、乾物摂取量は少なくなる。

放牧草一辺到の管理。変敗 したロール飼料

の給与。全頭食えない飼槽、草架。

避難施設 (日よけ、風よけ)が 必要。 避難施設が不十分。

牛の観察を しずらい。 観察不十分による発情の見落 しが多い。

粗 放 な 放 牧 管 理

⇒

⇒

←

育成牛と搾乳牛 との違い

・毎日、牛を牛舎に入れなくてもよい。

・若令牛ほど蓄積栄養が少ない。

・群の中で、個体間の差が大きい。

・濃厚飼料の必要量は少ない。

・牧草の採食量は少ない。

・発情発見の必要な牛は少ない。

ぐ匡団

・草量や栄養が足 りない時は、粗飼料、

・新鮮な水が、いつでも飲めるように、

・塩、ミネラルの補給をきちんとする。

濃厚飼料を補給する。

給水管理を徹底する。

利用不可能草地への放牧

・急傾斜地、機械の入れない草地の利用。

・観察、栄養補給をしずらいので、種付け

後の牛を放牧。入牧頭数を制限する。

・気候の変化が大きく、避難場所もつくり

づらいので、ある程度大きい牛の放牧8

親牛の放牧に組みこむ

例1.睦卜匿成卜 乾乳、初妊

例2,医藝}矩亘]刊乾ジし、初妊|
の順にストリップ放牧。

発情発見、種付けの必要な

牛は、観察しやすい場所に放

牧するか、又は放牧しない。

↓
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(2)公 共牧場の利用

育成牛を公共牧場に預けている人も多いかと思います。せっかく入牧料を払って預けるのですから、

育成牛には、十分成長 して帰ってきてほしいものです。そのためには、公共牧場の特徴を知 り、上手

に利用することが必要です。

利用する側としても、公共牧場の運営や管理、入下牧の住方に、もっと関心を持ちヽ自分達の利用

しやすい、より有益な成長を得られるように、働きかけ―る姿勢が望まれます。

公共牧場の特徴 と上手な利用

［園

口
暑

□

□

牛の体は、タンパク質や脂肪等、色々な要素から構成されています。その中で最も大きな部分を占

めているのが 「水」です。水は牛の生命維持に最も重要な要素といえます。

育成牛の水の必要量は案外多 く、気温やエサ(飼

料中の水分含量、哺子Lの有無等)等 によっても違

ってきますが、平均的には、表 3に 示す程度必要

だと言われています。

これだけの水を、十分に飲むには、いつでも新

鮮な水を、すきなだけ飲めるような条件整備が大

切です。～水槽、ウォーターカップの掃除

いつでも飲める給水施設等

経営的貢献の少ない育成牛

損失 1大

8。水

・採容量F早係な、仝然響はT魯
1草地面琴́キ|こす蕉持て,|||
・現金支由があiがる:.(入牧料'

1肇情肇昇、準付けをしなくてよい。

・え牧:‐下牧め作業が必要。

・牛の管理をしなくてもよい。 |

・大 きい群での生活。

・放牧草だけの生活。

・早春かわ晩秋まで屋外での生活。

・秋は放牧草量が不足 し成育遅延の

恐れが生 じやすい。

たく|さん食べた方が得 食い込める牛の育成

入篠し.た牛の分だけ貯蔵飼料を確保できる。

? 自 家育茂とtとら―
|か 行か考える。(啓長t労力、費用)

授精予定牛を預けると、自分で発情発見、種付

けをする手間が省ける。 |■ ・|■

他の仕事に、労働力をまわせるも → 労 働の軽減

グループ生活に慣れた牛

十分に食い込める牛

屋外の生活に慣れた牛

給与施設が必要

表 3.育 成牛の水の必要量

月 齢 0) 必 要 量 (日量)

0～ 3 4-111

3～ 6 8-15

6^V12 11～ 19

12- 19^v34

□→□凩コ?□→

乾草、サイレージの補給は無理か ?

入牧料で購入、入牧者が持ち寄る等
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